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ＪＲ連合自動車連絡会は９月 29 日、宮崎市「KITEN ビル コンベンションホール」に

おいて第 29 回総会を開催し、ＪＲバス産業で働く全国の仲間が集まった。ＪＲ連合か

らは政所大祐事務局長、森安祐貴交通政策部長が出席した。 

冒頭、挨拶に立った西原一英代表幹

事（ＪＲ西労組・西日本ＪＲバス地本）

は「コロナ禍により社会が激変した今

こそ、労使は互いを尊重し議論を重ね

なければならない。ＪＲ産業の一員と

して使命を果たすことが重要である」

と述べ、改善基準告示の見直しや時間

外労働の上限規制などの政策課題に

ついて問題提起した。続いて、政所事

務局長は、交運労協や連合と連携し、

移動に対する不安の払拭や人流の回復に向けた政策等の実施を国に求めていることや、

サービス連合・航空連合との共同行動に触れ、自動車連絡会の意見も政策に反映させる

べく、各単組が抱える課題や要望事項を共有するよう要請した。 

総会では、バス産業を取り巻く情勢を踏まえ、向こう一年間の運動の展開について協

議した。また、総会前日にはＪＲ九州バス宮崎支店の視察を実施し、コロナ禍における

休業や在籍出向の実施状況、及び課題認識等について有意義な情報交換を行った。 

なお、長きにわたり自動車連絡会をけん引し

てきた西原代表幹事と久禮田和弘幹事（ＪＲ西

労組・中国ＪＲバス地本）が本総会をもって退

任し、新たに矢田尊弘代表幹事（ＪＲ西労組・

西日本ＪＲバス地本執行委員長）をはじめとす

る幹事体制を確認した。 

ＪＲ連合自動車連絡会は、魅力あるバス産業

の実現やＪＲバス労働者の連携・連帯の強化を

目指し、一丸となって取り組んでいく。 コロナ禍での現場実態について視察し情報交換 

ＪＲバス産業が抱える様々な課題について議論 


